
　
3
月
16
・
17
日
の
両
日
、
上
関
町
青
壮
協
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
7
名
が
、
島

根
原
子
力
発
電
所
と
、
松
江
市
に
あ
る
電
源
三
法
交
付
金
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

一
昨
年
の
震
災
以
来
、
同
発
電
所
で
は
地
震
や
津
波
に
対
す
る
厳
重
な
安
全
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
震
災
に
よ
る
事
故
を
教
訓
と
し
た
安
全
対
策
を

実
際
に
目
で
見
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
対
策
の
詳
細
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
ま
ず
島
根
原
子
力
発
電
所
の

P
R
施
設
で
あ
る
『
島
根
原
子
力
館
』
へ
。

館
内
で
は
最
初
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
巡
り

な
が
ら
、
原
子
炉
や
発
電
の
し
く
み
、
放

射
線
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
続
い
て
岩
成
館
長
か
ら
、

発
電
所
の
概
要
や
震
災
以
降
の
状
況
、

そ
の
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

岩
成
●
島
根
原
子
力
発
電
所
は
、
現

在
2
基
の
原
子
炉
が
あ
り
、
そ
の
西

側
に
20
万
㎡
の
敷
地
造
成
を
し
て

3
号
機
を
建
設
中
で
す
。
3
号
機

の
工
事
進
捗
率
は
約
94
％
。
設
備
は

ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
試
運
転

を
行
う
直
前
に
福
島
の
事
故
が
起
き
、

建
設
工
事
が
止
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
全
国
の
状
況
を
見
る
と
、
事
故
を
起
し

た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
1
〜
4
号
機
の

廃
炉
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
50
基
の

原
子
炉
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
稼
働
し
て
い
る
の
は
関
西
電
力
大
飯
発

電
所
3
・
4
号
機
の
2
基
の
み
で
す
。

　
現
在
、
新
し
く
組
織
さ
れ
た
原
子
力
規
制

委
員
会
が
再
稼
働
に
向
け
た
新
た
な
安
全
基

準
（
規
制
基
準
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
7

月
に
施
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
各

事
業
者
は
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
事
前
に

対
策
を
進
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

岩
成
●
原
子
炉
は
「
止
め
る
」「
冷
や
す
」

「
閉
じ
こ
め
る
」
こ
と
で
安
全
を
確
保
し
ま

す
。
福
島
で
は
「
止
め
る
」
こ
と
は
で
き
た

の
で
す
が
、「
冷
や
す
」
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
地
震
に
よ
っ
て
外
部
か
ら

の
電
源
供
給
が
途
絶
え
、
そ
の
後
、
津
波
に

よ
り
予
備
の
発
電
機
な
ど
が
浸
水
し
て
し
ま

い
、
冷
や
す
た
め
の
送
水
ポ
ン
プ
が
動
か
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
地
震
や
津
波
に
よ
っ
て
電
源
が
喪
失
し
な

い
よ
う
、
ま
た
、
万
が
一
喪
失
し
て
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
、
全
国
の

発
電
所
は
一
生
懸
命
進
め
て
い
る
の
で
す
。

現
し
た
部
屋
と
、
3
号
機
の
制
御
室
を
再

現
し
た
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
運
転

員
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岩
成
●
こ
こ
で
は
運
転
員
の
育
成
と
と
も

に
、
通
常
運
転
で
は
体
験
し
な
い
で
あ
ろ
う

ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
へ
の
対
応
策
な
ど
の
訓
練

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
3
号
機
の
運
転
員
に
つ
い
て
は
、
1
・
2

号
機
の
運
転
員
と
同
様
の
訓
練
を
既
に
行
っ

て
お
り
、
い
つ
稼
働
し
て
も
い
い
よ
う
に
、

こ
の
施
設
を
使
っ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
に
は
各
地
に
同
様
の
訓
練
所

が
あ
り
ま
す
が
、
震
災
以
降
使
え
な
く
な
っ

た
場
所
が
あ
る
た
め
、
今
は
同
じ
形
式
の
発

電
所
を
も
つ
電
力
他
社
の
運
転
員
も
来
て
、

こ
こ
で
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　
発
電
所
構
内
の
視
察
に
続
き
、
運
転
員

の
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
1
・
2
号
機
の
中
央
制
御
室
を
再

（2・3面に関連レポートは続きます）

施設案内および説明をしていた
だいた島根原子力館岩成館長

展示してある燃料集合体模型

燃料棒、ペレットの模型を前に説明を受ける

訓練センターで説明を受ける一行

ホールで説明を受ける一行

訓
練
施
設
で
ス
ペシ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成

間
近
で
見
て
、感
じ
る
安
心
感

間
近
で
見
て
、感
じ
る
安
心
感

青壮協の視察レポート

島
根
原
子
力
発
電
所
と
交
付
金
施
設
を
視
察

電
源
喪
失
へ
の
対
応
策
を

ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
対
応
の
訓
練
も

『
島
根
原
子
力
館
』で
説
明
を

 

受
け
た
後
、
発
電
所
構
内
へ

1
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『鹿島 多久の湯』データ／2003年10月オープン。鹿島町営だったが、2006年に鹿島町と松江市が合併して松江市の直営になる。経営は指定管理者制度で『鹿島町産業振興協同組合』が受注（4年更新）
している。職員は13名。泉質は低張性弱アルカリ性高温泉（源泉50.5℃）。入湯料400円（地元割引などは廃止）。利用者9割が松江市内でそのうち1割が旧鹿島町内。

完成した防波壁
　
発
電
所
構
内
は
バ
ス
で
視
察
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
ま
ず
入
り
口
で
非
常
に
厳
重
な
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
ま
す
。
冒
頭
か
ら
安
全
対
策
の
一
端

を
実
感
し
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
構
内

に
入
り
3
号
機
正
面
の
高
台
で
バ
ス
を
降
り
、

設
備
の
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

も
に
、
緊
急
用
と
し
て
高
圧
発
電
機

車
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
所
の
北
東
に
位
置
す

る
海
抜
50
ｍ
の
地
点
に
は
、
免
震
重

要
棟
の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
規
模
地
震
が
発
生
し
て
も
緊

急
時
対
応
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
、
プ
ラ
ン
ト
の
監
視
や
通
信
機

器
な
ど
の
重
要
な
設
備
を
集
合
さ

せ
た
施
設
で
す
。
2
0
1
4
年
度
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

3
号
機
の
北
側
に
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
防
波
壁
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
津
波
の
圧
力
に
耐
え
る
よ
う
、

基
礎
は
地
下
の
岩
盤
に
、
太
い
鉄
筋

や
鋼
管
を
直
接
埋
め
込
み
、
非
常
に

頑
丈
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
海

面
か
ら
は
15
ｍ
の
高
さ
が
あ
り
、
道

路
と
の
間
に
は
『
越
波
排
水
路
』
と

い
う
溝
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
越

え
て
き
た
海
水
が
敷
地
内
に
入
ら

な
い
よ
う
な
工
夫
で
す
。

　

電
源
喪
失
に
対
す
る
備
え
も
万

全
で
す
。
津
波
被
害
の
心
配
の
な
い

海
抜
44
ｍ
の
場
所
に
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
2
台
を
設
置
す
る
と
と

2010年3月

2011年の工事の様子

2011年11月

建設工事が進む免震重要棟建設予定地

2010年3月時点では防波壁の外側にある消波ブロックが見えて
いたが、2011年に始まった工事でかさ上げされ、完全に見えなく
なっている

免震重要棟／緊急時の対策を行うための施設
3階建てで300人程度が対策業務を行うことができる

ガードレールと防波壁の間の低くなっている凹み部分が『越波排水路』という溝で越えてきた海水を溜めてポンプで排水する

高圧発電機車／原子炉を冷却するための最低限必要な電源を
供給することができる

消防車／柏崎刈羽発電所の火災を機に導入し福島事故で増設
消火だけでなく、電源喪失時に消防車から冷却水を給水できる
よう、システムの構築と訓練を行っている

山本支配人（左）にインタビューする柏田氏（右）

ガスタービン発電機（出力1万2千kW級×2）／1～3号機の冷却
および、運転に必要な電源を1週間程度供給可能（海抜44m）

8.5m

6.5m海

15m

6.5m

6.5m

8.5m

越波排水路

Ｑ
／
も
と
も
と
少
な
い
入
場
者
を
設
定
し
て
設
計

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
予
想
を
大
幅
に
超
え

て
い
ま
す
。
盛
況
の
要
因
は
何
で
し
ょ
う
？

Ａ
／
年
間
7
万
5
千
人
の
想
定
で
し
た
が
、
現
在

ま
で
毎
年
ほ
ぼ
20
万
人
の
入
場
が
あ
り
ま
す
。
人

口
集
積
地
で
あ
る
松
江
市
街
か
ら
ち
ょ
う
ど
良
い

距
離
に
あ
る
こ
と
、
市
内
に
手
ご
ろ
な
温
泉
が
少

な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
／
利
用
者
増
加
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
／
来
場
者
の
9
割
が
松
江
市
内
で
す
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

で
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
度
の
実
施
、
節
目
の

記
念
日
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
リ
ピ
ー
ト
客
の
獲
得
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ
／
今
後
の
展
開
は
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ
／
直
近
で
は
、
今
年
6
月
に
入
場
者
累
積
が

2
0
0
万
人
に
達
す

る
予
定
で
す
か
ら
、

そ
れ
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
を
考
え
て
い
ま

す
。
施
設
を
さ
ら
に

整
備
す
る
こ
と
で
大

勢
の
来
場
者
に
も
し

っ
か
り
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
／
も
と
も
と
少
な
い
入
場
者
を
設
定
し
て
設
計

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
予
想
を
大
幅
に
超
え

て
い
ま
す
。
盛
況
の
要
因
は
何
で
し
ょ
う
？

Ａ
／
年
間
7
万
5
千
人
の
想
定
で
し
た
が
、
現
在

ま
で
毎
年
ほ
ぼ
20
万
人
の
入
場
が
あ
り
ま
す
。
人

口
集
積
地
で
あ
る
松
江
市
街
か
ら
ち
ょ
う
ど
良
い

距
離
に
あ
る
こ
と
、
市
内
に
手
ご
ろ
な
温
泉
が
少

な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
／
利
用
者
増
加
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
／
来
場
者
の
9
割
が
松
江
市
内
で
す
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

で
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
度
の
実
施
、
節
目
の

記
念
日
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
リ
ピ
ー
ト
客
の
獲
得
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ
／
今
後
の
展
開
は
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ
／
直
近
で
は
、
今
年
6
月
に
入
場
者
累
積
が

2
0
0
万
人
に
達
す

る
予
定
で
す
か
ら
、

そ
れ
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
を
考
え
て
い
ま

す
。
施
設
を
さ
ら
に

整
備
す
る
こ
と
で
大

勢
の
来
場
者
に
も
し

っ
か
り
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

図はイメージです

し
ん
ち
ゃ
ん
レポート

着
々
と
進
む
確
か
な
安
全
対
策

松江市温泉施設『鹿島多久の湯』

何
重
も
の
対
策
で
防
護
を

島
根
原
子
力
発
電
所

想定以上の入場者が続く
人気の日帰り温泉

上関未来通信
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『松江歴史館』データ／敷地面積約5,500m²、延床面積約4,200m²。『本館』と、市指定文化財『松江藩家老朝日家長屋』、『長屋門』などの建物で構成され、屋外には日本庭園もある。『本館』内には松江の歴史・
文化について紹介する『展示エリア』、各種講座やくつろぎのスペースとなる『体験・交流エリア』、歴史資料の調査研究や収蔵などを行う『調査研究・管理エリア』がある。入館者は年間約20万人。

　
防
波
壁
や
緊
急
用
発

電
機
、
消
防
ポ
ン
プ
の

設
置
な
ど
、
徹
底
的
な

津
波
対
策
を
自
分
の
目

で
見
て
確
認
。
自
信
を

持
っ
て
人
に
話
せ
ま
す
。

　
現
地
を
訪
れ
、
安
全

対
策
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
以
上
に
様
々

な
地
域
振
興
策
に
感
激
。

早
く
上
関
に
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
、
経
済
、
環
境
の

3
つ
の
視
点
か
ら
、
原

子
力
発
電
所
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
徹
底
的
な
安
全
対
策

を
見
て
、
こ
こ
ま
で
や

れ
ば
大
丈
夫
だ
と
確
信
。

上
関
に
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
も
原
子
力

発
電
所
が
必
要
で
す
。

　
実
際
の
安
全
対
策
を

見
て
、
現
在
の
技
術
で

制
御
す
れ
ば
大
丈
夫
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
安
全

な
も
の
な
ら
、
つ
く
っ

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

災害に負けない底力ソフト面も充実 災害に負けない底力ソフト面も充実
　今回の視察で最も印象に残ったのは、
津波対策の防波壁だった。写真で見ても大
きく感じていたが、実物は想像を遥かに超
えていた。3号機の前面は既に完成してお
り、今年中には全て完成するとのこと。
　防波壁以外にも、一昨年の震災以降、
いくつもの防災対策が追加されていた。海
水系ポンプエリアへの浸水防止対策や、海抜44m地点に設置さ
れた予備発電機など。また、1・2号機の奥の高台には「免震重要
棟」ができるという。敷地造成の段階だったが、巨大なダンプが
見えたことから大きな工事であることが見て取れた。
　島根原子力発電所には一昨年も視察に訪れたが、かなり様変
わりしていた。安全対策は確実に進んでいる。原子炉は稼働して
いないもののとても活気があり、職員からも熱意を感じた。災害
に負けない、日本の底力を感じることができた。

　
旧
鹿
島
町
に
は
、
原
子
力
発
電
所
建
設

当
初
か
ら
交
付
金
な
ど
を
利
用
し
て
様
々

な
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
電
所
の
入
り
口
が
あ
る
深
田
地
区
に

は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
『
深
田
運
動
公
園
』

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
野
球

場
、
総
合
体
育
館
、
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ

ス
場
な
ど
が
あ
り
、
松
江
市
内
か
ら
も
大

勢
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
松
江
市
の
中
心
部
、
松
江
城
の
堀
に
隣

接
し
た
広
い
敷
地
に
、
2
0
1
1
年
3
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
『
松
江
歴
史
館
』

で
す
。
松
江
の
歴
史
や
文
化
は
も
ち
ろ
ん
、

「
菓
子
ど
こ
ろ
松
江
」
と
あ
っ
て
菓
子
で
つ

く
っ
た
鶴
や
花
の
展
示
、
ま
た
、
全
国
で

数
人
と
い
わ
れ
る
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
認
定
の

製
作
者
に
よ
る
松
江
城
模
型
な
ど
も
展
示

し
て
あ
り
ま
す
。

館
内
を
見
学
す
る
一
行

レゴブロックで製作された松江城 歴史的な家屋敷を再現した『松江歴史館』の外観（一部市文化財屋敷も使用）

高台につくられた球場（右）とテニスコート（左）

菓子でつくられた花鳥

総合体育館内にある25m温水プール

総合体育館『ニューウェーブ』

ス
ポ
ー
ツ・
文
化
施
設
も
充
実

ス
ポ
ー
ツ・
文
化
施
設
も
充
実

自
分
の
目
で
確
認
し
た
安
心
感

上
関
に
で
き
た
ら…

ワ
ク
ワ
ク
で
す

原
子
力
発
電
の
必
要
性
を
再
確
認

地
元
の
発
展
に
は
必
要

本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

歴
史
、
文
化
と
と
も
に

　
独
自
の
展
示
物
も
好
評

松
江
市
の
電
源
三
法
交
付
金
施
設

安
全
を
確
保
す
る
技
術
が
あ
る

山崎 強 柏田 真一

曽田 健太郎守友 誠岩木 昇田中 聡松原 聖

青壮協
視察を終え

て

上関町青壮協連絡協議会
事務局長

上関町青壮協連絡協議会
副会長

　今回の視察でまず驚いたのは警備の厳
重さでした。発電所の入り口には大勢の
警備員が配備され、見学者はもちろん、
たとえ社員でも厳重なチェックを受けなけ
れば入ることすらできません。
　さらに、原子力災害があった際に対応
できるよう、島根県警は21人の“原子力

災害対策要員”を選定。この中には旧原子力安全保安院の出向
経験者や県警本部の保健師などが含まれ、有事の際には情報収
集をはじめ、住民の避難誘導、放射線測定などにも当たるそうで
す。ハード面だけでなく、このようなソフトの面までしっかりとし
た対策が進んでいることを実感できました。
　災害の想定範囲を広げ、国と電力事業者が努力して原子力発
電の安全性を一層高め、信頼を回復してほしいと思います。
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城山公園の河津桜と水仙（3月上旬～中旬）
今年の『桜まつり』は3月16日に開催

後 記
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●
今
回
は
青
壮
協
の
若
手

を
中
心
に
、
島
根
原
子
力

発
電
所
と
松
江
市
の
交
付

金
施
設
を
視
察
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
発
電
所
で
は

厳
重
な
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
交
付
金
施
設
で
は
松

江
市
の
地
域
振
興
へ
の
取

り
組
み
を
改
め
て
確
認
で

き
た
よ
う
で
す
。
こ
の
視

察
が
、
彼
ら
の
行
動
指
針

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。●
上
関
町
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
原
子
力
発

電
所
の
立
地
抜
き
に
は
語

れ
ま
せ
ん
。
島
根
原
子
力

発
電
所
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
、
安
心
・
安
全
な
原

子
力
発
電
所
づ
く
り
に
向

け
、
一
日
も
早
い
工
事
の

再
開
を
望
み
ま
す
。（
K
）

地区内の数カ所にある専用の畑で栽培

菜の花まつりで販売された「よもぎ茶」
と「よもぎ粉」

菜の花まつりで販売された「よもぎうどん」

長蛇の列ができた神明祭での『海鮮うどん』

今
年
は
3
0
0
名
分
を
用
意

つ
み
れ
は
 21
㌔
使
用
し
た

手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
の
裏
に
は

お
い
し
い
食
べ
方
が
記
し
て
あ
る

『鳩子の湯』売店と特産品センターで販売中

志田 菜の花（今年の『菜の花まつり』は3月31日に開催）

上盛山・御汗観音参道のソメイヨシノ（3月下旬～4月上旬）

御汗観音参道の八重桜（4月上旬）

　志田地区の女性グループ『菜の花
の会』が取り組んでいるのが、よもぎ
を使った特産品づくりです。
　3年前、「香りの良い自然のよもぎ
粉を菓子に使いたい」という和菓子
店からの依頼で開発が始まりました。
　もともと上関はよもぎ栽培に適し
た気候で、日当たりによっては年5回
程度収穫ができます。しかし、路地
に生えているものを収穫するのは効
率が悪く、品質も一定しません。そこ
で地区の農家にお願いし、専用の畑
で栽培を始めました。
　よもぎは乾燥させ、粉砕機で粉末
にします。この粉末自体も商品として
販売していますが、会ではこれを練り
込んだうどんを開発。“菜の花まつり”
で初めて販売しました。
　また、葉を乾燥させた「よもぎ茶」
も発売。今は袋詰めされた茶葉です
が、ティーバッグにした商品づくりを
模索中とのことでした。

　山口県漁協女性部は
今年も神明祭で「海鮮
うどん」のお接待を行
いました。具材はエソや
ハモ、イカなどを材料に
したつみれと、地元の
野菜、豆腐など。つみ
れから出るダシの味は
格別で、長蛇の列がで
きるほどの人気でした。
　また、底引き網漁を中心に行う女性部の部会『底引き組』は、で
べら干しの販売に力を入れています。これまで町内での販売が非
常に少なかったため、今年は「まず地元から広めていこう」を合言
葉に、販路を拡大していく予定です。

上
関
町
は
四
季
折
々
に
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
春
に
咲
く
花
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

上
関
町
は
四
季
折
々
に
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
春
に
咲
く
花
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

四代 『蘭らんまつり』（今年は4月13日に開催）

山口県漁協上関支店 女性部

かみのせき

だ
よ
り

志田 生活改善グループ『菜の花の会』
“よもぎ”を新たな特産品に 今年は“でべら”で勝負！
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